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備 考

別途届出予定

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ ﾑﾗｻｷｶﾞｸｴﾝ

大 学 の 名 称

学科の設置

徳島文理大学(Tokushima Bunri University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　 村崎学園

徳島県徳島市寺島本町東１丁目８番地

　臨床工学技士に関する教育研究を行い，臨床工学技士を養成することを目的とす
る。

工学部　臨床工学科 ６６科目

平成19年度より文学部文化財学科　編入学定員減（△10）

平成19年度より工学部機械電子工学科　入学定員減（△20）

新設学部等の名称
講義

大 学 本 部 の 位 置

計

  本学は，教育基本法及び学校教育法の趣旨に則り，｢自立協同｣の建学精神のも
と，高度の知識技能を研究教授し，人格の陶冶を図り文化の創造と発展に貢献する
人材を育成することを目的とする。

所　在　地
修業
年限

大 学 の 目 的

開設時期及
び開設年次

入学
定員

平成19年度より人間生活学部住居学科　編入学定員減（△10）

基　本　計　画　書

設 置 者

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾄｸｼﾏﾌﾞﾝﾘﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

160 学士(工学)
平成19年4月
第1年次

香川県さぬき市志度
１３１４番地１

新 設 学 部 等 の 名 称

開設する授業科目の総数

教育
課程

学位又
は称号

収容
定員

編入学
定　員

実験・実習

平成19年度より文学部日本文学科　編入学定員減（△10）

平成19年度より文学部英米言語文化学科　編入学定員減（△10）

平成19年度より文学部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科　編入学定員減（△10）

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

平成19年度より人間生活学部人間生活学科　入学定員減（△30），編入学定員減
（△15）

平成19年度より人間生活学部ﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学科　編入学定員減（△10）

平成19年度より工学部ナノ物質工学科　入学定員減（△20）

平成19年度より総合政策学部総合政策学科　編入学定員減（△10）

平成19年度より工学部情報ｼｽﾃﾑ工学科　入学定員減（△20）

平成19年度より工学部環境ｼｽﾃﾑ工学科　入学定員減（△40）

卒業要件単位数

２０科目 １３科目 ９９科目

演習

１２４　単位

　臨床工学科
[ Department of
Clinical Engineering
]

4 40 ―

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

平成19年度より人間生活学部人間福祉学科　編入学定員減（△5）

工　学　部
[ Faculty　of
　Engineering ]

新

設

学

部

等

の

概

要

計 4 40 ― 160
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

文学A 1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1 2 ○

2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1･2 2 ○

1 2 ○ 1

－ 2 46 0 1 0 0 0 0

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

英語B

（工学部臨床工学科）

配当年次

英語A

応用生物学B

数学A

数学B

倫理学A

英語C

歴史学A

社会学A

情報処理

物理学A

法学A

経済学A

応用生物学A

授業科目の名称

英語D

化学B

備考

単位数 専任教員等の配置授業形態

－

基
　
　
礎
　
　
分
　
　
野

体育・スポーツA

体育・スポーツB

小計（24科目）

物理学B

化学A

独語

基礎ゼミナールA

心理学A

－1－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部臨床工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

単位数 専任教員等の配置授業形態

1 2 ○

1･2 2 ○

1 2 ○

1･2 2 ○

1 2 ○

1･2 2 ○

3 1 ○ 1 1

1 2 ○ 1

2･3 1 ○

2 2 ○

2･3 2 ○

2･3 2 ○

3･4 2 ○

3 2 ○

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

1･2 2 ○ 1

3･4 2 ○ 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1 1

3･4 1 ○ 1 1

1･2 2 ○ 1

3･4 2 ○ 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

2 1 ○ 1

3･4 1 ○ 1

3 2 ○ 1

3･4 1 ○ 1 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2･3 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1

3･4 1 ○ 1

3･4 2 ○ 1

3 2 ○ 1

－ 42 23 0 18 7 0 0 6

機械工学実験

医用材料工学

物性工学概論

システム工学

統計学概論

情報処理工学演習Ⅱ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習)

情報処理工学演習Ⅰ(基礎知識演習)

応用数学

センサー工学

情報処理工学

機械工学概論

電子工学Ⅰ(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路)

電気工学実験Ⅱ(基礎回路実験)

電子工学Ⅱ(信号処理回路)

電子工学演習Ⅰ(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路演習)

電子工学実験Ⅰ(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路実験)

電子工学演習Ⅱ(信号処理回路演習)

生命倫理学

関係法規

応用物理学

電子工学実験Ⅱ(信号処理回路実験)

－小計（39科目）

電気工学Ⅰ(基礎理論)

生化学Ⅰ(生体物質論)

解剖学Ⅱ(細胞の構造と機能)

生理学Ⅰ(基礎生理学)

専
　
　
門
　
　
基
　
　
礎
　
　
分
　
　
野

生化学Ⅱ(生体反応論)

電気工学実験Ⅰ(基礎理論実験)

公衆衛生学

基礎医学実習

医学概論

電気工学演習Ⅱ(基礎回路演習)

臨床免疫学

臨床薬理学

看護学概論

解剖学Ⅰ(人体の構造と機能)

電気工学Ⅱ(基礎回路)

電気工学演習Ⅰ(基礎理論演習)

臨床病理学

生理学Ⅱ(病態生理学)
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（工学部臨床工学科）

配当年次授業科目の名称 備考

単位数 専任教員等の配置授業形態

1 2 ○ 1

1 2 ○ 1

2 1 ○ 1 2

3･4 1 ○ 1 2

3 2 ○ 1

3･4 1 ○ 1

3･4 1 ○ 1 1

2 2 ○ 1

3 1 ○ 1 2

3 1 ○ 1 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3･4 1 ○ 1 2

3･4 1 ○ 1 2

2 2 ○ 1

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

2 1 ○ 1 2

2 1 ○ 1 2

3 1 ○ 1 2

3 1 ○ 1 2

3 1 ○ 1 2

3 1 ○ 1 2

2 2 ○ 1

3 2 ○ 1

3 1 ○ 1 2

2･3 2 ○ 1

2･3 2 ○ 1

2･3 2 ○ 1

3･4 2 ○ 1

3･4 2 ○

3･4 2 ○

3･4 2 ○

3･4 2 ○

4 4 ○

4 4 ○ 4 1 3

－ 46 15 0 28 1 35 0 1

－ 90 84 0 4 1 3 0 2

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

画像診断学演習

画像診断学実習

医用治療機器学Ⅰ(医用治療機器の安全操作法)

生体計測装置学実習

生体計測装置学演習

生体計測装置学

臨床工学概論Ⅱ(医用工学機器論)

臨床工学演習Ⅰ(生命維持装置安全操作演習)

臨床工学演習Ⅱ(生命維持装置安全管理演習)

生体機能代行装置学Ⅱ(呼吸治療装置論)

生体機能工学

生体機能代行装置学Ⅰ(血液浄化装置論)

医用治療機器学実習

医用治療機器学演習

医用治療機器学Ⅱ(医用治療機器の安全管理技術)

生体機能代行装置学実習Ⅰ(血液浄化装置実習)

生体機能代行装置学演習Ⅳ(生体機能代行装置総合
演習)

生体機能代行装置学演習Ⅲ(人工心肺・補助循環装
置演習)

生体機能代行装置学演習Ⅱ(呼吸治療装置演習)

生体機能代行装置学演習Ⅰ(血液浄化装置演習)

生体機能代行装置学Ⅲ(人工心肺・補助循環装置論)

臨床実習

卒業研究

臨床医学総論Ⅵ(移植医学)

臨床医学総論Ⅶ(泌尿器・生殖器疾患)

臨床医学総論Ⅷ(感覚器・脳・神経疾患)

生体機能代行装置学実習Ⅱ(人工心肺装置・補助循
環装置・呼吸治療装置実習)

医用機器安全管理学Ⅰ(医用ガス・医用電源設備)

臨床医学総論Ⅲ(血液病態学)

臨床医学総論Ⅳ(消化器疾患)

臨床医学総論Ⅴ(運動器官疾患)

医用機器安全管理学Ⅱ(電撃と電磁障害対策)

臨床医学総論Ⅱ(循環器疾患)

臨床医学総論Ⅰ(呼吸器疾患)

医用機器安全管理学実習

２学期

１５週

９０分

１学年の学期区分

１時限の授業時間

１学期の授業期間

合計（99科目）

臨床工学概論Ⅰ(生命維持装置論)

小計（36科目）

学位又は称号 　学士（工学）

基礎分野については,一般総合科目のうち,人文系,社会系,自然系より14単位以上(た
だし,人文系,社会系,自然系はそれぞれ2単位以上を含むこと),体育・スポーツ科目2
単位以上,外国語科目は「英語」4単位を含め6単位以上,基礎ゼミナール2単位,計24
単位以上を修得すること。専門基礎分野,専門分野を併せて,100単位以上を修得する
こと。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－

－

学位又は学科の分野 　工　学

－3－



授業科目の名称 講義等の内容 備考

文学A

明治・大正文学史を扱う。近代日本の黎明期，明治維
新前後の日本文学はほとんど史上最低の状態だった。
それが後年の隆盛を生むまでには，どのような人びと
が，どのような社会状況の下で，どのような意識を
持って活動してきたのか。坪内逍遥から島崎藤村・夏
目漱石・森鴎外を経て芥川龍之介に至過程を，作家た
ちのエピソードを交えながら紹介する。彼らの作品が
社会にどのように受け入れられてきたか，つまり文学
と社会との関係についても考えてみる。

倫理学A

倫理学の2つの根本概念である「よさ（幸福）」と「正
しさ（正義）」を中心に，古来の代表的な思想を概説
するとともに，ここ20年ほどの間に，アメリカで提唱
され，日本でも注目を集めている「ケア（ケアリン
グ）の倫理」を紹介しながら，現代社会における生
命，環境，福祉，教育などの諸問題への関わりを明ら
かにする。

心理学A

心理学は，人間の行動を支える法則性やメカニズムを
研究することで，人間の心や行動を理解しようとする
学問である。本講義では，感覚・知覚，動機づけ，認
知・学習，発達，パーソナリティと適応，心理検査，
社会的行動の領域における基本的な事項を概説しなが
ら，人間を理解する方法のひとつとしての，心理学的
な考え方を学ぶことを目的とする。

歴史学A

封建国家から近代国家への発展を，その典型であるフ
ランス革命を材料に研究する。
封建制の否定＝革命により，自由・平等・財産権など
人権の尊重を基礎とした近代市民社会が出現するが，
その完成までのプロセスは簡単ではなかった。その経
過を研究すると共に，新社会のシステムやその後の展
開を研究することで，「近代」の意味を考える。

社会学A

社会学は，社会生活の流れや仕組み，生起する社会的
問題などを対象とする社会科学の一つである。人々の
社会生活を生きた相互作用，集団生活の過程，集団間
の関係，意識の構造と過程，文化と行動など一定の観
点または側面から考察・分析し，広範な社会学の世界
を学ぶことを目的とする。

法学A

法学Aは，わが国の法制度の根幹をなす日本国憲法につ
いての基礎的知識を学び，現代社会において発生する
様々な問題について各自が取組み方を考える力を養う
ことを目的とする。とくに，憲法は一見すると我々の
日常生活とあまり関係が無いように思われるが，実は
我々の日常生活と深い関わりを持っている身近な存在
である。このことを具体的に実感してもらえるよう，
テキストには憲法に関する身近な話題を扱った新聞記
事を掲載したものを使用する。

授 業 科 目 の 概 要

（工学部臨床工学科）

科目
区分

基
　
　
礎
　
　
分
　
　
野
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経済学A

現代の経済を理解する上でかかせない，ゲーム理論を
中心とした人々の戦略的行動を経済学の観点から捉え
た手法を学習する。従来の理論では時としてダイナミ
ズムに欠けつまらないと思われがちであった経済学を
最新の手法を用いながら，あまり数学に厳密になり過
ぎない形で，まず興味をもってもらうのが目的であ
る。

情報処理

収集した情報をコンピュータで処理するには様々な処
理形態がある。情報化社会での光と陰の部分や情報モ
ラルを理解するとともに，有益な情報を整理・蓄積
し，問題解決能力を育成する。本講では色々なアプリ
ケーションソフトの活用法を実践しながら，情報処理
技術の基本的な知識を深める。またパソコン認定試験
などの資格取得にも役立つ。

数学A

線形代数の基本的な概念と手法及び応用できる諸定理
を講義する。方程式の解法と行列の対角比を目標にす
る。
1．行列の定義と演算及び問題演習
2．行列式の定義と計算公式，展開公式
3．連立一次方程式の解と行列の階数
4．行列の対角比Ⅰ－対角比の必要十分条件
5．行列の対角比Ⅱ－正規行列の場合
6．ジョルダン標準形と変換行列の求め方
7．数学的体系化－１次写像と表現行列

数学B

微分方程式，ベクトル解析，複素関数論などの基礎と
して微分積分学を講義し，演習を行う。
1．いろいろな関数の微分法
2．微分法の応用
3．不定積分の計算
4．定積分とその応用
5．偏微分法
6．重積分
7．偏微分と重積分の応用

物理学A

ニュートン力学と物体の運動について学ぶ。
1．物理学と測定
2．ニュートンの法則
3．仕事とエネルギー
4．運動量と衝突
5．剛体の回転

物理学B

弾性体・流体の力学と振動・波動について学ぶ。
1．静止平衡と弾性
2．流体力学
3．振動運動
4．力学的波動
5．音波
6．波の性質

基
　
　
礎
　
　
分
　
　
野
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化学A

基礎的な最小限の化学の項目を履修したのち，われわ
れの生活に密着した衣・食・住の化学を学び，さらに
化学Bにおいて最新の化学技術および環境化学を学ぶ。
化学は物質の学問である。また，化学の国は化学の言
葉が通用語である。即ち，元素記号や化学式，化学反
応式，それに関する計算問題も当然必要となる。

化学B

化学Aに引き続いて最新の化学として，
1．機能材料の化学
2．ガス・石油・石炭の化学
3．医療と農薬
4．エネルギーの化学
5．生命の化学
6．ニューセラミックス
環境の化学として，下記の1，2を講義する。
1．大気の汚染
2．水質の汚濁

応用生物学A

環境変化に対応してサバイバルするための適応放散に
より，その生息域によって，同じ霊長類でも原猿から
ヒトまでの変異が生成した。そこで，生物の学名と分
類について理解した上で，
1．地球の自然環境変化と生物の進化。
2．人類起源の発掘史とヒトの進化。
3．ヒト化現象から更に人間へ。
など生物進化におよぼす自然環境の影響について自然
～人文科学を総合した考え方を学ぶ。

応用生物学B

生物の体のしくみや個々の細胞の機能を理解する上
で，その形成・分化課程を知ることは非常に重要であ
る。応用生物学Ｂでは，動物の個体発生を中心に講義
を展開し，１個の細胞である受精卵が，いかにして生
物を作り上げるのか，生物の体がどのような構造をも
ち，どのように制御されているのかを学ぶ。

体育・スポーツA

身体運動が人間の身体機能に与える影響を理論と実践
からアプローチするものである。従って，前半は実
技，後半は講義とする。実技では，各種スポーツ種目
を行うことによりスポーツの楽しさを知り，身体活動
量を増大させ，運動に積極的に参加できる身体の育成
と動機づけを得る。講義では，自己の体力水準を把
握・評価するとともに，体力水準を決定する身体のメ
カニズムの概略と体力の向上の科学的トレーニングを
学ぶ。

体育・スポーツB

身体運動の理論と実践から身体機能の変化を考える。
従って，前半は実技，後半は講義とする。実技では，
スポーツの楽しさを知り，運動に積極的に参加できる
身体の育成をはかる。講義では，健康づくりという問
題を捉え，現代社会における身体機能の不適応の現状
を知り，その改善として有効な運動実践の科学的方法
を理解し，将来積極的に社会体育へ参加できる知識の
獲得を目的とする。
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英語A

薬学や医療に関連する時事的な問題について英語で読
み，考えていく。最終的には具体的な問題について英
語で自分の意見を述べられるようにすることが一番だ
が，その過程として前期は薬学や医療，また科学全般
に関する基本的な英語表現をできる限り吸収し，自分
のものにすることを目標とする。 後期は，薬学や医
療，また科学全般に関する基本的な英語表現を習得
し，活用できるようにする。また，本学で実施される
TOEICテストにも対応できるよう，英語による状況判断
能力を高める。

英語B

身ぶりや動作がときには言葉以上に有効な伝達・表現
手段となることは万国共通であるが，その伝達・表現
方法は各国様々である。そのような様々な国々のジェ
スチャーによる表現形式を比較し，考察しながら，あ
わせて英語の読解力や，動作についての英語表現能力
を高める。

英語C

リスニングとスピーキングを中心としたテキストを用
い，英語の情報を耳から理解する能力と，自分の考え
を英語で伝える能力を高める。リスニングに関して
は，いわゆる語句の聴き取り（ディクテーション）よ
りも，特定の状況を想定した情報の理解に重点をお
く。

英語D

まず，パラグラフの意味内容を正確に把握し，内容理
解に必要な動詞と前置詞の語法に習熟することを重視
する。さらに，イギリス人の良い側面，正統と伝統の
感覚，現実主義と歴史感覚について関心を向けさせ
る。

独語
パートナー練習主体の学習により，自己表現し，相手
の発言を理解する初歩的独語のコミュニケーション能
力を養う。

基礎ゼミナールA

基礎ゼミナールAでは，臨床工学の意義，またチーム医
療の中の臨床工学技士としての心得，役割とは何かを
わかりやすく解説し，理解する。また，専門科目を履
修するにあたり，基礎的な臨床で使用される医学用語
などについても学ぶ。
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解剖学Ⅰ
(人体の構造と機能)

疾病の予防および治療に関わるあらゆる分野の基礎的
学問の中で，人体の構造と機能を学ぶことはきわめて
重要な位置を占めている。人体の構造について解剖学I
では個としての生体の巨視的構造を系統的，包括的に
学ぶ。更に，局所解剖学（頭部，胸部，上腹部，下肢
部，四肢）を学ぶことにより統合された全体の構造に
おける局所構造の役割を理解する。生命維持管理装置
の構造と機能と密接に関連する循環器系，呼吸器系，
泌尿器系の構造については特に詳細に学ぶ。

解剖学Ⅱ
(細胞の構造と機能)

解剖学Iで学んだ，局所解剖学，特に各臓器あるいは各
器官について解剖学Ⅱでは微細構造を機能と関連付け
て学ぶ。各器官は形態的には限られた種類の組織から
成り立っており，組織の組み合わせで異なる器官とな
ることを理解する。更に各組織は細胞群と細胞間質で
成立している。細胞の構造・形態は各組織で異なり，
細胞は生体を構成する構造・機能上の最小単位であ
る。従って，生体活動は細胞の活動に依存しており，
細胞の構造と形態を学ぶことが，個としての生体の構
造と機能を理解する上で必須である。

生理学Ⅰ
(基礎生理学)

身体を構成する組織器官の構造と機能の相関関係を分
子・細胞レベルおよびシステムの観点から総合・多角
的に学ぶことを目的としている。とくに生理学Iでは神
経，筋肉などの興奮性膜におけるイオンチャネルの性
質や骨格筋および平滑筋の収縮機構を学び，末梢・中
枢神経系の構造と機能についてシナプスや神経回路の
観点から学習する。さらには，脳に関連した精神神経
疾患は，現代高齢化社会において緊急に対処すべき課
題であり，これらの疾患の病態生理学的な性質とその
治療戦略についても習得する。

生理学Ⅱ
(病態生理学)

身体を構成する組織や諸器官の構造と機能について分
子・細胞レベルおよびシステムの観点から総合・多角
的に学ぶことを目的としている。とくに生理学IIで
は，生理学Iで学習した神経系に関連した内容以外に，
内分泌および代謝系の働き，呼吸と心臓および血液循
環の働き，腎臓の構造と機能，消化器・感覚器の働き
などについて学ぶ。さらには，これら諸器官に働きの
異常に由来する疾患の病態生理学的な性質とその治療
処置の戦略についても習得する。

生化学Ⅰ
(生体物質論)

生化学とは「分子」と「化学反応」を通じて，生命を
理解しようとする学問である。生化学Ⅰでは細菌から
ヒトまで，生物に共通する「分子」を対象とした講義
を行う。水の性質やpHに関わる基礎的な化学を学習し
た後，生物の主要な生体高分子（タンパク質，多糖
類，核酸，膜）と，それらを構成する生体低分子（ア
ミノ酸，糖，ヌクレオチド，脂質）の構造と機能を学
習する。
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生化学Ⅱ
(生体反応論)

生化学とは「分子」と「化学反応」を通じて，生命を
理解しようとする学問である。生化学Ⅰで学習した
「分子」の知識をもとにして，生化学Ⅱでは生物に共
通する「化学反応」（すなわち代謝）に関する講義を
行う．ほとんどの生物に共通するエネルギー獲得の基
本的な代謝経路（解糖，クエン酸回路，酸化的リン酸
化）および植物細胞が行なう光合成を学んだ後，主要
生体分子（アミノ酸，ヌクレオチド，脂質）の代謝を
紹介し，生物がきわめて動的な存在であることを理解
する。

基礎医学実習

人体解剖と病理解剖の見学実習，組織実習，電気生理
実習，呼吸と心臓の生理実習，血液と尿の生理化学実
習，アミノ酸，糖，脂肪の定量実習，酵素活性の測定
実習等によって実験的学習を行う。

医学概論

生命論と医倫理の講義によって生命の尊厳と医学の倫
理の重要性についての認識を涵養する。また，医療は
医学の発展と社会の変化の両面から新しい課題に直面
している。ここでは，現代医療の科学的側面と社会的
側面を歴史的に把握し，現代医療の特徴と課題につい
て学習する。

公衆衛生学

臨床工学士の役割の一つとして，医師や他の医療ス
タッフと共に公衆衛生の向上と増進に寄与することが
挙げられる。その科学的基盤となる公衆衛生学は，人
間集団全体の生命を病気から守り（疾病の予防），そ
の健康レベルの向上（健康の維持・増進）を目指して
いる学問領域である。我が国憲法の第２５条に定めら
れている国民の生存権の保障と密接に関連している。
講義を通して，社会を対象として，病気を予防し，健
康を増進する概念や方法，意義について理解すること
を目的とする。

臨床病理学

生体の各器官を構成する組織や細胞は，様々な障害因
子に対して定型的な反応（病変）を示す。そのような
反応として，退行性病変（萎縮，壊死，変性），循環
障害，炎症反応，進行性病変（肥大，化生）などが挙
げられる。個体の構造・機能を踏まえてこれらの反応
を整理し，様々な疾患の病態の理解に道筋を与えるの
が病理学総論である。障害因子に対するこうした生体
側の反応の特性を十分に理解することは，工学的手法
を無理なく，自然な形で生体に適用していくうえで必
須である。

臨床免疫学

免疫系は，外部から侵入してきた細菌やウイルスなど
による攻撃や，自分自身の体に生じた変異細胞による
組織破壊から体を守る仕組みである。この仕組みにお
いて，どのような構成員が，どのような役割を担い，
どのように目的を達成しているのかについて，まず基
礎的枠組みから解説する。その上で，感染防御，アレ
ルギー，自己免疫，そして移植免疫などを概説し，免
疫が生命維持に不可欠な機能であることとともに，そ
の乱れや破綻がもたらす危険性についての理解を促
す。
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臨床薬理学

臨床薬理学を学ぶ前に基礎薬理学を理解しなくてはな
らない。そのため，まず，薬理学の基礎を学習する。
その後，実際の各疾患に合わせた薬物の使い方を学
ぶ。そのためにはさらに各疾患の理解と薬物の生体内
でどのように変化するかなどを合わせて学習する。

看護学概論

看護の概念および看護職の役割について理解を深め
る。健康・不健康を問わずあらゆる人を対象とする看
護は，人と人との関係の中から生まれる営みである。
この看護をひとつの学問体系として位置づけ，それを
概観することにより「人を看る」という看護の本質に
ついて考える。一般的に看護活動は直接的活動と保健
医療福祉チームの活動の仲介と調整の２つに大別され
る。また，保健医療チームの活動の仲介と調整には診
療の介助をはじめ，他職種との調整，連絡・報告・記
録など多くの活動が含まれることを理解するととも
に，看護の基本概念である人間，健康，環境を軸に基
礎的知識，態度を学ぶ。

生命倫理学

医療の担い手にとって，生命の尊さを認識し，倫理的
基盤に立脚することが必要不可欠である。生殖技術，
クローン技術および出生前診断などは誕生にかかわる
倫理的問題であり，一方で安楽死，尊厳死および脳死
などの死にかかわる倫理的問題も社会的な問題とク
ローズアップされている。生命倫理学は，これらの問
題を倫理的視点から理解することを目標とする。ま
た，医療の進歩は，移植・再生医療や遺伝子に関する
診断技術や治療さえも可能にしたが，これに伴う生命
観の変遷についても概説する。

関係法規

臨床工学技士の業務は臨床工学技士法によって定めら
れており，各業務を遂行するにあたり，医療関係法規
を十分に理解しかつ遵守しなければならない。本講義
では，資格法の内容，任務や操作の範囲，守秘義務，
及びチーム医療について学ぶ。また，医療法では医療
提供の理念，薬事法では添付文書などを解説する。特
に，近年増加する医療事故における自己責任では，医
療水準の問われる注意義務について，最高裁判例など
を例題として提示し詳しく解説する。更には，行政処
分や製造物責任法，危機管理(リスクマネージメント)
についても学ぶ。

応用物理学

臨床工学に必要な医療機器などの基礎となる物理学の
修得を目的とする。授業では，自然科学で普遍的に現
れる現象のエッセンス（運動，波，電場と磁場など）
や現象を理解する上での基本的概念（例えば運動方程
式，エネルギーなど）を講義し，高度な検査・診断機
器や治療機器がどういう仕組みで動作するかを理解さ
せる。また，生体では，どのような現象があって，ど
うやって記述するか，どのような考え方から法則が導
かれたのかを論理的に考えさせて，臨床工学へ応用で
きる力を養う。
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電気工学Ⅰ
(基礎理論)

臨床工学に必要なME機器などの基礎となる電気工学の
修得を目的とする。特に，電気工学Ⅰでは，電力エネ
ルギーやこれを制御するための基本的な知識（電気機
器，パワーエレクトロニクス等）について講義し，直
流回路および交流回路を考える上で不可欠な基礎知識
を修得させる。授業内容は，直流回路がオームの法則
と２つのキルヒホッフの法則，電圧源および電流源等
について，また交流回路が正弦波交流電源や，抵抗，
インダクタおよびキャパシタの回路解析を講述し，臨
床工学への導入を図る。

電気工学Ⅱ
(基礎回路)

電気工学Ⅰで学んだ内容に対し，知識の応用を目的と
する。特に，電気工学Ⅱでは，等価回路，ブリッジ回
路，周波数特性，整合，電気磁気等の回路解析に必要
な諸定理を理解し，それらを回路解析に応用できる力
を養う。授業内容は，回路解析手法の交流回路への適
用，電力に関する定理，重ね合わせの定理，等価回路
の定理，ブリッジ回路と平衡条件，共振回路，整合，
電解と電位，磁気現象等を講述し，臨床工学への応用
を図る。

電気工学演習Ⅰ
(基礎理論演習)

電気工学Ⅰの理解を深める目的で演習を行う。特に，
電気工学Ⅰでは，電力エネルギーやこれを制御するた
めの基本的な知識（電気機器，パワーエレクトロニク
ス等）について講義し，直流回路および交流回路を考
える上で不可欠な基礎知識を修得させることから，こ
れらの内容について練習問題を課して演習を行う。演
習の内容は，直流回路がオームの法則，２つのキルヒ
ホッフの法則，電圧源，電流源，正弦波交流電源，抵
抗，インダクタ，キャパシタ等の回路解析に関する問
題の解法を行う。

電気工学演習Ⅱ
(基礎回路演習)

電気工学Ⅱの理解を深める目的で演習を行う。特に，
電気工学Ⅱでは，等価回路，ブリッジ回路，周波数特
性，整合，電気磁気等の回路解析に必要な諸定理を理
解し，それらを回路解析に応用できる力を養うことか
ら，これらの内容について練習問題を課して演習を行
う。演習内容は，回路解析手法の交流回路への適用，
電力に関する定理，重ね合わせの定理，等価回路の定
理，ブリッジ回路と平衡条件，共振回路，整合，電解
と電位，磁気現象等に関する問題の解法を行う。

電気工学実験Ⅰ
(基礎理論実験)

電気工学Ⅰの理解を深める目的で実験を行う。特に，
電気工学Ⅰでは，電力エネルギーやこれを制御するた
めの基本的な知識（電気機器，パワーエレクトロニク
ス等）について講義し，直流回路および交流回路を考
える上で不可欠な基礎知識を修得させる。したがっ
て，電気工学実験Ⅰでは，実験を通して，現象の解釈
や理解ができるようにすると共に，計測機器の取扱い
方法を修得し，実験結果を的確な技術報告書としてま
とめ，報告発表する能力を身につける。
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電気工学実験Ⅱ
(基礎回路実験)

電気工学Ⅱの理解を深める目的で実験を行う。特に，
電気工学Ⅱでは，等価回路，ブリッジ回路，周波数特
性，整合，電気磁気等の回路解析に必要な諸定理を理
解し，それらを回路解析に応用できる能力を養う。し
たがって，電気工学実験Ⅱでは，電気工学実験Ⅰに引
き続き応用的な立場から，現象の解釈や理解ができる
ようにすると共に，計測機器の取扱い方法を修得し，
実験結果を的確な技術報告書としてまとめ，報告発表
する能力を身につける。

電子工学Ⅰ
(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路)

臨床工学に必要な医療機器などの基礎となる電子工学
の修得を目的とする。特に，電子工学Ⅰでは，医療機
器に不可欠なアナログ信号を増幅，発信させる電子回
路の基礎知識やディジタル電子機器に不可欠なパル
ス・ディジタル信号を入出力する電子回路についての
基礎知識を修得させる。授業では，アナログ回路素子
として使用する場合のダイオード，トランジスタの電
気的特性，各種増幅回路の基礎知識，発振回路の基礎
知識，またディジタル回路素子として使用する場合の
ダイオード，トランジスタの電気的特性，各種パルス
発生，変換器と論理回路の基礎知識を講述し，臨床工
学への導入を図る。

電子工学Ⅱ
(信号処理回路)

電子工学Ⅰで学んだ内容に対し，知識の応用を目的と
する。特に，電子工学Ⅱでは，アナログ回路の応用と
して，代表的な増幅回路や発振回路を講述する。ま
た，ディジタル回路の応用として，タイミングチャー
トで論理回路の動作を表現し，ディジタル信号処理の
基礎から応用までを講述して，ディジタル信号処理技
術の基礎を養う。授業では，連続的時間信号の考え
方，離散時間信号の考え方，その変換方法を理解さ
せ，信号処理の手法とその応用例を示して臨床工学へ
の応用を図る。

電子工学演習Ⅰ
(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路演習)

電子工学Ⅰの理解を深める目的で演習を行う。特に，
電子工学Ⅰでは，医療機器に不可欠なアナログ信号を
増幅，発信させる電子回路の基礎知識やディジタル電
子機器に不可欠なパルス・ディジタル信号を入出力す
る電子回路についての基礎知識を修得させることか
ら，これらの内容について練習問題を課して演習を行
う。演習の内容は，アナログとディジタルの両回路に
おけるダイオード，トランジスタの電気的特性，増幅
回路，発振回路，基本的な論理回路，両信号の変換回
路等に関する問題の解法を行う。

電子工学演習Ⅱ
(信号処理回路演習)

電子工学Ⅱの理解を深める目的で演習を行う。特に，
電子工学Ⅱでは，アナログ回路の応用として，代表的
な増幅回路や発振回路を講述し，ディジタル回路の応
用として，タイミングチャートで論理回路の動作を表
現し，ディジタル信号処理の基礎から応用までを講述
して，ディジタル信号処理技術の基礎を養うことか
ら，これらの内容について練習問題を課して演習を行
う。演習の内容は，連続的時間信号の考え方，離散時
間信号の考え方，その変換方法，信号処理の手法とそ
の応用例に関する問題の解法を行う。
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電子工学実験Ⅰ
(ｱﾅﾛｸﾞ･ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路実験)

電子工学Ⅰの理解を深める目的で実験を行う。特に，
電子工学Ⅰでは，医療機器に不可欠なアナログ信号を
増幅，発信させる電子回路の基礎知識やディジタル電
子機器に不可欠なパルス・ディジタル信号を入出力す
る電子回路についての基礎知識を修得させる。した
がって，電子工学実験Ⅰでは，実験を通して，現象の
解釈や理解ができるようにすると共に，計測機器の取
扱い方法を修得し，実験結果を的確な技術報告書とし
てまとめ，報告発表する能力を身につける。

電子工学実験Ⅱ
(信号処理回路実験)

電子工学Ⅱの理解を深める目的で実験を行う。特に，
電子工学Ⅱでは，アナログ回路の応用として，代表的
な増幅回路や発振回路を講述し，ディジタル回路の応
用として，タイミングチャートで論理回路の動作を表
現し，ディジタル信号処理の基礎から応用までを講述
して，ディジタル信号処理技術の基礎を養う。した
がって，電子工学実験Ⅱでは，電子工学実験Ⅰに引き
続き応用的な立場から，現象の解釈や理解ができるよ
うにすると共に，計測機器の取扱い方法を修得し，実
験結果を的確な技術報告書としてまとめ，報告発表す
る能力を身につける。

機械工学概論

臨床工学に不可欠な医療機器の基礎となる機械工学の
修得を目的とする。医療機器を理解するためには，機
械的な機構の理解が必要である。機械工学概論では，
機械工学の基礎である，力学（機械，熱，材料，流
体），材料，機械要素，自動制御，設計，加工，機構
等の概要に関する基礎知識を講述すると共に，その基
礎となる理学，基礎工学の考え方や，医学への適用に
ついての基礎知識を養う．授業では，機械工学を考え
る上で必要な原理，法則，物理的現象を示し，医療機
器や生体現象との対応を図って，臨床工学の基礎知識
を養う。

機械工学実験

機械工学の理解を深める目的で実践教育を行う。機械
工学実験では，臨床工学の各分野に関連したテーマに
ついて基礎的な実験を行うことにより，現象を理解す
ると共に，現象に対する法則性を見出す科学的，分析
的な感覚を養う。したがって，機械工学実験では，実
験を通して，機械工学に関係する原理・法則や物理的
現象を体験し，機械工学概論の講義で修得した知識の
理解を深める。授業では，現象の解釈や考察ができる
ようにすると共に，計測機器の取扱い方法も修得し，
実験結果を的確な技術報告書としてまとめ，報告発表
する能力を身につける。
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医用材料工学

臨床工学に不可欠な生体の特性と人工材料に関する基
礎知識の修得を目的とする。生体材料工学では，医用
材料の必要な用件，材料の安全性試験，生体への適合
性，各種医用材料に関する基礎知識を講述すると共
に，その基礎となる理学，基礎工学の考え方や，生体
の特性についての基礎知識を養う。授業では，ヒトの
細胞に接触して用いられる医療用材料に対して求めら
れる必要条件，材料の安全性を調べる各種試験方法，
材料と生体との間で生じるさまざまな反応や相互作
用，現在用いられている各種医用材料の紹介等を中心
にした基礎知識を修得させる。

物性工学概論

工学的な観点から臨床工学に不可欠な生体物性に関す
る基礎知識の修得を目的とする。物性工学概論では，
生体物性の概要や生体の各種物理的特性等に関する基
礎知識を講述すると共に，その基礎となる理学，基礎
工学の考え方や，生体の特性についての基礎知識を養
う。授業では，生体物性の概要（構造，特性，輸送現
象等），各種物理的特性（力学的特性，流体力学的特
性，熱的特性，光学的特性，電気的特性），生体と放
射線等を中心にした基礎知識を修得させる。

センサー工学

工学的な観点から臨床工学に必要な医療用センサーに
関する基礎知識の修得を目的とする。センサー工学で
は，ヒトの五感の働きを代行するセンサーについて講
述すると共に，その基礎となる理学，基礎工学の考え
方や，生体とセンサーとの特性についての基礎知識を
養う。授業では，ヒトの五感に関する特性，現在用い
られているセンサーの種類と特性（物理センサー，化
学センサー，バイオセンサー，酵素センサー，免疫セ
ンサー，オルガネラセンサー，微生物センサー，組織
センサー），医療用センサーに対して求められる必要
条件，センサーの安全性等を中心にした基礎知識を修
得させる。

応用数学

臨床工学に不可欠な医療機器などの基礎となる高度な
数学の修得を目的とする。応用数学では，臨床工学を
学ぶために必要不可欠な微積分，微分方程式，線形代
数，離散数学，ベクトル解析，複素関数論，フーリ
エ・ラプラス変換等の基礎的な内容について理解を図
り，さらに基本的な手法や計算技術を確実に修得させ
る。授業では，単に理論的な解法よりも，各テーマに
対して実践的な事例問題を中心に指導し，数式と現象
との対応を図って，臨床工学へ応用できる力を養う。

情報処理工学

臨床工学に必要不可欠な医療機器や医療情報システム
などの基礎となる情報処理技術の修得を目的とする。
情報処理工学では，情報処理工学の概論，ハードウェ
ア，ソフトウェア，ネットワーク等に関する基礎知識
を講述すると共に，現在，臨床の場で利用されている
マイクロプロセッサやコンピュータシステムを紹介
し，実践的な教育方法によって基礎知識を修得させ
る。授業では，ディジタル信号と２進数，文字や数字
の表現，ハードウェアの基本構成，基本ソフトウェ
ア，アプリケーションソフトウェア，ネットワーク技
術等を中心にした基礎知識を修得させる。
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情報処理工学演習Ⅰ
(基礎知識演習)

情報処理工学の理解を深める目的で演習を行う。情報
処理工学演習Ⅰでは，情報処理工学で情報処理の概
論，ハードウェア，ソフトウェア，ネットワーク等に
関連する基礎知識を修得させることから，これらの内
容について練習問題を課して演習を行う。演習の内容
は，ディジタル信号と２進数，文字や数字の表現，
ハードウェアの基本構成と各機能の役割，基本ソフト
ウェアの役割と基本操作，アプリケーションソフト
ウェアの役割と基本操作，ネットワーク技術等に関す
る問題の解法を行う。

情報処理工学演習Ⅱ
(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習)

情報処理工学の理解を，より深める目的でプログラミ
ング演習を行う。情報処理工学演習Ⅱでは，プログラ
ム開発用言語による基本的なプログラミング手法につ
いて演習を行い，小，中規模なプログラムの作成能力
を修得させる。演習の内容は，実際にパーソナルコン
ピュータを用いて，演習時間毎に課題を与えプログラ
ム作成の演習を行う。また，課題プログラムは，指定
した処理を行うためのアルゴリズムを理解し，フロー
チャートで表現して設計を行い，実行結果を報告書と
してまとめ，報告発表する能力を身につける。

統計学概論

臨床工学でデータを処理する際に使われる基礎的な統
計的手法の修得を目的とする。統計学概論では，統計
的手法の考え方，標本データの記述，結果の解釈，推
定，仮説の検定，相関，回帰等に関する基礎知識を講
述すると共に，各テーマの事例を紹介し，実践的な教
育方法によって基礎知識を修得させる。授業では，測
定データから求める「真の値」とは何か，平均値，標
準偏差など統計的に計算される諸量と具体的な測定結
果との関係，測定精度の評価の仕方，誤差を減らすた
めの手法等，測定データの実践的な統計的解析が行え
る技術を養う。

システム工学

生体や医療機器を考える上で基礎となるシステム的な
思考法の修得を目的として教授する。システム工学で
は，簡単なダイナミカル・システムから生体や医療機
器の特性を講述し，事例を通してシステム的思考法の
基礎知識を修得させる。授業では，簡単なダイナミカ
ル・システムを状態方程式によって統一的に示し，線
形システムの解の性質について述べる。つぎに，ラプ
ラス変換で伝達関数を定義し，ブロック線図でシステ
ムの構造を示し，単位ステップや単位インパルスの基
準入力に対する過渡応答を求め，特性方程式の係数に
基づく安定判別を行ってシステム工学の基礎知識を養
う。

臨床工学概論Ⅰ
(生命維持装置論)

医用治療機器の中でも，生命維持装置として一般的に
知られている，循環機能を代行する人工心臓・人工心
肺装置・補助循環装置，また呼吸機能を代行する人工
呼吸装置などを中心に，これらが開発されるに至る歴
史的背景や，意義，基本原理，操作運用法，及び保守
管理方法，また，病態や治療効果について学ぶ。
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臨床工学概論Ⅱ
(医用工学機器論)

臨床で使用される医用治療機器類の歴史的背景，意義
などについて学ぶ。また，基礎的な工学理論及び医学
知識を基に，各種医用治療機器の作用機序，治療効果
などについて概説する。更には，近代医療で問題とな
る医療機器に関連した医療事故についても学習する。

臨床工学演習Ⅰ
(生命維持装置安全操作演

習)

臨床工学技士となるために必要な，生命維持管理装置
に関する操作管理・保守点検の知識・技術の習得を目
的とし，医学的な基礎知識を基に，実際の取り扱い方
を模擬シミュレーションによって体系的に体験するこ
とで実際的な操作方法について学ぶ。
　（ A  /５回 ）
　チーム医療の中で，臨床工学技士が携わる心臓・血
管手術業務がいかに重要な役割であるかを認識させ，
心臓・血管手術又は人工心肺のトラブル事例などを通
して安全対策についての方法を学習する。
　（ B  /５回）
　チーム医療の中で，臨床工学技士が携わる血液浄化
療法がいかに重要な役割や業務内容であるかを認識さ
せ，また，血液浄化関連のトラブル事例を通して安全
対策についての方策を学習する。
　（ C  /５回）
　チーム医療の中で，臨床工学技士が携わる呼吸療法
がいかに重要な役割や業務内容であるかを認識させ，
また，呼吸療法関連のトラブル事例を通して安全対策
についての方策を学習する。

複数の教員が共同
で担当する。

臨床工学演習Ⅱ
(生命維持装置安全管理演

習)

臨床工学技士となるために必要な，生命維持管理装置
に関する操作管理・保守点検の知識・技術の習得を目
的とし，医学的な基礎知識を基に，実際の取り扱い方
や安全管理について体験を通して学習する。
（ A  /５回）
　内容：チーム医療の中で，臨床工学技士が携わる心
臓・血管手術業務内容と役割について考え，人工心肺
に関連する医療事故事例などを中心に，安全対策につ
いての方策及び，トラブルの対処方法などについて学
習する。また，生理学，解剖学，病理学，免疫学，薬
理学等の医学知識と工学知識を基に，人工心肺の安全
な操作方法などについて学習する。
（ B  /５回）
　内容：チーム医療の中で，臨床工学技士が携わる血
液浄化業務の業務内容と役割について考え，血液浄化
関連装置の医療事故やトラブル事例などを中心に安全
対策についての方策及び，トラブルの対処方法などに
ついて学習する。また，生理学，解剖学，病理学，免
疫学，薬理学等の医学知識と工学知識を基に，血液浄
化について学習する。
（ C  /５回）
　内容：チーム医療の中で，臨床工学技士が携わる呼
吸療法業務の業務内容の認識と役割について考え，呼
吸療法関連装置の医療事故やトラブル事例などを中心
に安全対策についての方策及び，トラブルの対処方法
などについて学習する。また，生理学，解剖学，病理
学，免疫学，薬理学等の医学知識と工学知識を基に，
呼吸療法ついて学習する。

複数の教員が共同
で担当する。
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生体機能工学

臨床工学に必要な生体の機能に関連する基本的知識の
修得を目的として学ぶ。生体機能工学では，生体機能
の中でも特に臨床工学と関係の深い心肺機能，呼吸機
能，血液浄化機能についての基礎知識を講述すると共
に，各テーマの機能代行装置との関連を述べ，実践的
な教育方法によって基礎知識を修得させる。授業で
は，生命維持に特に重要である心肺機能，呼吸機能，
血液浄化機能を取り上げ，心臓，肺，呼吸器系，腎臓
等の構造や機能について詳細に示し，工学的に代行で
きる機能についての基礎知識を養う。

画像診断学演習

臨床工学に必要な医用画像の診断に関連する基本的知
識の修得を目的として学ぶ。その理解を深めるために
基礎演習を行う。画像診断学演習では，医用画像検査
装置の動作原理，基本構成，機能・性能，得られる画
像の特徴を講述すると共に，これらの内容について練
習問題を課して演習を行う。授業では，汎用X線診断装
置，超音波画像診断装置，RI画像診断装置，MRイメー
ジング装置，赤外線画像診断装置，脳電図，その他の
医用画像装置の基礎知識を理解し，演習で練習問題を
解くことによって，さらに理解を深める。

画像診断学実習

医用画像診断の理解を深める目的で実践教育を行う。
画像診断学実習では，各テーマについて基本的な実習
を行うことで，機器の操作や，得られた画像の特徴が
理解できると共に，画像診断に対する法則性を見出す
科学的，分析的な感覚も養うことができる。したがっ
て実習を通し，画像診断に関係する原理・法則や物理
的現象が体験でき，講義で修得した知識の理解も深ま
る。また，得られた画像の診断によって，現象の解釈
や考察ができるようになると共に，実習結果を的確な
技術報告書としてまとめ，報告発表する能力を身につ
ける。

生体計測装置学

医療で数多く使用される，生体情報の基礎理論と生体
情報の計測しうる物理，化学，生物センサー，超音波
センサー等についての動作理論について学ぶ。また，
臨床で用いられる各種センサー，生体情報の抽出方法
や，実際の生体計測値の誤差の諸問題等，臨床工学技
術に必要となる理論と実践について学ぶ。
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生体計測装置学演習

心電図，血圧，血液酸素飽和度，血液ガス・電解質，
呼気CO2モニター，体温などの身体情報の計測は診断
上，治療上，極めて重要であり，また，脳波，誘発電
位などの，生理学的及び中枢神経系の生体電位計測も
活用されている。こうした生体計測装置類の機能と特
性を演習を通して理解し，操作管理・保守点検を身に
つける。
　（ A  /５回）
心電図及び血圧に関する測定機器の操作方法を学び，
測定技術を養う。
　（ C  /５回）
血中酸素飽和度及び血液ガス・電解質に関する測定機
器の操作方法を学び，測定技術を養う。
　（ B  /５回）
体温及び，脳波などに関する測定機器の操作方法を学
び，測定技術を養う。

複数の教員が共同
で担当する。

生体計測装置学実習

心電図，血圧，血液酸素飽和度，血液ガス・電解質，
呼気CO2モニター，体温などの身体情報の計測は診断
上，治療上，極めて重要かつ貴重なデータを医療現場
にもたらす。また，脳波，誘発電位などの，生理学的
及び中枢神経系の生体電位計測も活用されている。こ
うした生体計測装置類の機能と特性を実習を通して習
熟するとともに，操作管理・保守点検の技術を身につ
ける。
（ A  /５回）
心電図及び血圧の計測を行い，実践的な実習を行う。
（ C  /５回）
血中酸素飽和度及び血液ガス酸素飽和度の計測を行
い，実践的な実習を行う。
（ B  /５回）
呼気CO2，体温及び脳波の計測を行い，実践的な実習を
行う。

複数の教員が共同
で担当する。

医用治療機器学Ⅰ
(医用治療機器の
安全操作法)

医用治療機器が実際に使用されてきた歴史的背景を把
握し，医学的な病態における適切な使用方法と役割を
理解することを目標とする。生体計測・監視用機器
（循環器系，呼吸器系，神経・筋系，即時検査，医用
画像機器など）と，医療治療用機器（電磁的治療用機
器，熱的治療用機器，光学的治療用機器，機械的治療
用機器など）について原理と構成及び機能について学
習し，また，医用治療機器の医療事故対策や工学的な
基礎知識についても解説する。

医用治療機器学Ⅱ
(医用治療機器の
安全管理技術)

手術室等で使用する医用治療機器を中心に，疾患の治
療別に使用する各種治療機器の特性を解説し，臨床工
学技士が関与する各種の物理エネルギーを生体に作用
させて治療を行なう治療方法について講義する。ま
た，治療機器を安全に運用するためには構造や機能な
どの物理的知識のみならず，解剖学，生理学，病理学
などの医学的知識並びに，生体組織の物理的特性につ
いて充分に解説を加えながら，実際的な治療理論と，
臨床工学技士として必要となる安全保守管理技術を学
習する。
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医用治療機器学演習

電気的治療機器，機械的治療機器，手術用機器等の適
切な操作と保守管理技術について学ぶ。
（ A  /５回）
除細動器類に関する演習を行うことで，保守管理技術
を習得し，危険性や安全性についての認識並びに十分
な理解を養う。
（ C  /５回）
ペースメーカーについて演習を行うことで，保守管理
技術を習得し，危険性や安全性についての認識並びに
十分な理解を養う。
（ B  /５回）
輸液ポンプ類，低圧持続吸引装置について演習を行う
ことで，保守管理技術を習得し，危険性や安全性につ
いての認識並びに十分な理解を養う。

複数の教員が共同
で担当する。

医用治療機器学実習

電気的治療機器，機械的治療機器，手術用機器等の適
切な操作と保守管理技術について各種シミュレータ等
を使い点検法などを体得する。
（ A  /５回）
除細動器類による除細動器による除細動シミュレー
ションを行うことで，保守管理技術を習得し，危険性
や安全性についての認識並びに十分な理解を養う。
（ C  /５回）
ペースメーカーの作動シミュレーションを行うこと
で，保守管理技術を習得し，危険性や安全性について
の認識並びに十分な理解を養う。
（ B  /５回）
輸液ポンプ類，低圧持続吸引装置等のシミュレーショ
ンを行うことで，保守管理技術を習得し，危険性や安
全性についての認識並びに十分な理解を養う。

複数の教員が共同
で担当する。

生体機能代行装置学Ⅰ
(血液浄化装置論)

血液浄化装置類として，血液透析装置，血液濾過装
置，血漿交換装置，腹膜透析，持続的血液濾過透析，
血液吸着など，生体の代謝機能を代行する生体機能代
行装置及び関連する治療機器について，歴史的背景や
意義，基礎原理などの理論的展開と併せ，これらの取
扱いに必要な生理学，病理学，解剖学，薬理学，免疫
学などの医学的な基礎知識と工学的な基礎知識を解説
し，近年の血液浄化の応用技術を学習する。血液浄化
療法では，チーム医療の中の役割や治療に極めて主体
的に位置する重要な専門職であるため，医療の現場に
適応し応用できる責任感と安全に血液浄化を遂行する
知識・技術を学習する。また，特殊治療の解説や，更
には，医療安全対策についての取り組み，また血液浄
化で必要となる計算式など数学について学ぶ。
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生体機能代行装置学Ⅱ
(呼吸治療装置論)

呼吸治療装置として，広く用いられる人工呼吸器や，
特殊な病態による治療方法で機能する高気圧酸素治療
装置について学ぶ。本講義では，酸素療法をはじめ人
工呼吸装置，近年普及してきた換気補助装置など，生
体の呼吸機能を代替または補助する呼吸装置類を対象
とし，これらの取扱いに必要となる。呼吸生理学，病
理学，救急，解剖学，薬理学などの基礎的な医学の知
識と呼吸治療の応用技術を用い，実際の集中治療室な
どにおける医療の現場で応用できる基礎的知識・技術
について学ぶ。人工呼吸器，換気補助装置，高気圧治
療装置等のガス交換，治療装置と特殊な換気方法につ
いても教授し，更には，安全使用及び医療事故対策，
医療安全対策における臨床工学技士の役割と責務につ
いて触れ，呼吸療法に必要となる工学的な基礎知識に
ついても学習する。

生体機能代行装置学Ⅲ
(人工心肺・補助
循環装置論)

心臓・血管手術で使用される人工心肺装置類と心臓の
機能を補助する大動脈内バルーンポンプ，心臓と肺の
機能を代行する経皮的心肺補助装置などや，これらに
関連する機器類について学ぶ。また，人工心肺装置類
を操作する操作管理技術法を学習し，実際の手術室や
集中治療室における適応疾患や対応方法など医学的な
専門技術について学ぶ。特に，人工心肺装置，補助循
環装置，IABP装置等についての，治療効果等，特殊な
人工心肺操作法を教授する。更には医療事故を防ぐ安
全対策についても言及し，チーム医療の中の臨床工学
技士としての役割について学習する。

生体機能代行装置学演習Ⅰ
（血液浄化装置演習）

生体機能代行装置学Ⅰの理論的学習内容を踏まえ，生
体の代謝機能に関連する基礎演習を行う。
（ A  /５回）
血液浄化装置の操作や保守管理の実際を，演習を通し
て確認することで，血液浄化全般の操作技術の習得を
目的とする。
（ C  /５回）
血液浄化装置の操作や保守管理の実際を，演習を通し
て確認することで，血液浄化の保守管理技術の習得を
目的とする。
（ B  /５回）
血液浄化装置の操作や保守管理の実際を，演習を通し
て確認することで，血液浄化関連の安全管理技術の習
得を目的とする。

複数の教員が共同
で担当する。
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生体機能代行装置学演習Ⅱ
(呼吸治療装置演習)

生体機能代行装置学Ⅱの理論的学習内容を踏まえ，生
体の呼吸機能に関連する基礎実験，呼吸療法装置の操
作や保守管理の実際を通じて，呼吸療法技術および保
守管理技術の習得を目的とする。
（ A  /５回）
テスト肺を用い人工呼吸器などのシミュレーション演
習を行うことで，生体の呼吸機能について学習する。
（ B  /５回）
テスト肺を用い人工呼吸器などの操作保守管理技術の
習得を図る。
（C  /５回）
テスト肺を用い，呼吸病態や治療効果，また，特殊な
換気方法を用いた換気補助装置類などについて学ぶ。

複数の教員が共同
で担当する。

生体機能代行装置学演習Ⅲ
(人工心肺・補助
循環装置演習)

生体機能代行装置学Ⅲの理論的学習内容を踏まえ，生
体の呼吸・循環機能に関連する人工心肺の操作や保守
管理の実際を通じて，人工心肺技術および保守管理技
術の習得を目的とする。
（ A  /５回）
人工心肺装置の具体的な操作シミュレーションを通し
て，操作保守管理の知識・技術を学ぶ。更に，心筋保
護装置，熱交換水槽，各種生体情報モニターなどの操
作方法の習得と，各種病態など医学的知識と工学的知
識からの人工心肺の操作に関するテーマについて検
討・考察する。
（ C  /５回）
人工心肺の血液回路の取り付けや管理方法など具体的
な操作シミュレーションを行うことで，心臓・血管手
術などに関わる業務内容について学ぶ。また，心筋保
護装置や関連する操作方法の習得と，病態など医学的
知識と工学的知識からの心筋保護装置などに関する
テーマについて検討・考察する。
（ B  /５回）
人工心肺における安全管理を中心とし，実際の心臓・
血管手術における人工心肺のトラブルシューティング
をシミュレーション演習を通し，具体的に学習する。
また，心臓・血管手術で使用される生体情報モニター
の操作方法の習得と，病態など医学的知識と工学的知
識から，人工心肺法の安全管理に関するテーマについ
て検討・考察する。

複数の教員が共同
で担当する。

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

－18－



生体機能代行装置学演習Ⅳ
(生体機能代行装置

総合演習)

これまでに学んできた医学的知識，工学的知識，医用
治療機器に関する知識などを結実させることで，生体
機能代行装置学の総合的かつ重要な技士としての役割
とチーム医療を理解する。
（ B  /５回）
全ての生体機能代行装置に関する特性や総合的な機能
について演習を行う。特に，工学的知識に注目し，臨
床工学技士として必要となる生体機能代行装置の基礎
的な医用工学の知識を総合的に習得する。
（ C  /５回）
全ての生体機能代行装置に関する特性や総合的な機能
について演習を行う。特に医学的知識を基に，病態な
どに関する知識による生体機能代行装置の限界につい
て総合的に学ぶ。
（ A  /５回）
全ての生体機能代行装置に関する特性や機能について
総合的に模擬演習を行う。

複数の教員が共同
で担当する。

生体機能代行装置学実習Ⅰ
(血液浄化装置実習)

医学的知識，工学的知識，医用治療機器に関する操作
知識などを基に，シミュレーション実験や実習を通し
て，血液浄化装置関連技術を習得する。生体機能代行
装置の重要な機能を観察し習得する。
（ A  /５回）
血液浄化装置関連機器についての実際の運転方法や関
連装置の操作方法を学び，実践に役立つ技術を習得す
る。
（ B  /５回）
血液浄化装置各種機能，水処理などの関連機器につい
ての実際の運転方法や関連装置の操作方法を学び，保
守管理方法等の実践に役立つ技術を習得する。
（ C  /５回）
血液浄化装置関連機器についての安全管理及び，保守
管理技術などを中心に学び，実践に役立つ技術を習得
する。

複数の教員が共同
で担当する。
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生体機能代行装置学実習Ⅱ
(人工心肺装置・補助循環
装置・呼吸治療装置実習)

医学的知識，工学的知識，医用治療機器に関する操作
知識などを基に，シミュレーション実験や実習をとお
して，人工心肺装置・補助循環装置・呼吸治療装置関
連技術の「安全操作技術」を習得し，生体機能代行装
置学の重要な役割を習得する。
（ A  /５回）
臨床工学技士に必要となる人工心肺装置についての実
際の操作に関する実践的な技術を習得する。
（ C  /５回）
臨床工学技士に必要となる補助呼吸療法関連機器につ
いての実際の保守点検などに関する実践的な技術を習
得する。
（ B  /５回）
臨床工学技士に必要となる呼吸療法関連機器について
の実際の安全管理を中心とした実践的な技術を習得す
る。

複数の教員が共同
で担当する。

医用機器安全管理学Ⅰ
(医用ガス・医用電源設備)

医用機器及び設備に関する安全管理技術について学習
する。臨床工学技士の安全管理範囲は広く，病院設備
にも及ぶ。多くの患者が生体機能代行装置及び医用治
療機器に接続されているため，医用ガスや医用電源の
遮断は危険である。ヒューマンエラーや災害など予期
せぬ事故についても迅速な対応を図り，医療安全対策
を講じ，医療機器の安全性と信頼性，有効性と経済
性，使用環境と使用条件等も把握し，より良い使用環
境を目指す必要がある。

医用機器安全管理学Ⅱ
(電撃と電磁障害対策)

各種エネルギーによる人体への危険性を理解し，カ
テーテル類を介した生体への電撃に対する特性と反
応，電撃のメカニズム，電気安全基準，電磁障害問題
についても学習し，安全基準に基づいた安全対策など
について理解する。
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医用機器安全管理学実習

臨床では，数多くの生体機能代行装置類，医用治療機
器を併用して患者に使用するため，より危険性が増加
していると考えられる。これらの医用治療機器を安全
に取り扱うための安全対策，保守点検，雑音障害対策
などについて，医用機器安全管理学Ⅰ・Ⅱで学習した
知識を基に，実際に医用治療機器を作動させ，様々な
場面を想定した実習を行う。また，滅菌・消毒法につ
いても実習を通して学習する。
（ A  /５回）
医用機器安全管理学Ⅰによる「保守点検関連業務」に
ついて実習を行い，病院「電気設備」の安全基準，
「医療ガス」事故と安全基準を中心に，実際的な安全
管理方法を学ぶ。更に，各種の医用機器の取扱いや，
機器の不備（機器の不良，故障，誤動作，劣化な
ど），医療事故対策についても実習を通して学ぶ。
（ C  /５回）
医用機器の不備（機器の不良，故障，誤動作，劣化な
ど），医療機器による医療事故対策について実習を行
い，医用機器の保守点検について実際的な安全管理方
法を学ぶ。更に，医用電気機器の安全基準，病院電気
設備の安全基準，医療ガス事故と安全基準などについ
て学習する。
（ B  /５回）
医用機器安全管理学Ⅱによる「保守点検関連業務」に
ついて，｢各種エネルギーによる人体への危険性｣を学
び，カテーテル類を介した生体への「電撃」に対する
特性と反応，電撃のメカニズム，電気安全基準，電磁
障害問題について理解する。更に，安全基準に基づい
た安全対策などについて基礎知識を復習しながら実習
する。

複数の教員が共同
で担当する。

臨床医学総論Ⅰ
(呼吸器疾患)

呼吸器疾患の病態と治療について学ぶ。
①呼吸器疾患の症状を列挙し，対処法を説明できるよ
うにする。②呼吸不全・ARDSの病態の概要を説明し，
治療法を説明できるようにする。③気管支喘息の病態
の概要を説明し，治療法を説明できるようにする。④
肺炎・肺結核の病態の概要を説明し，治療法を説明で
きるようにする。⑤肺癌・肺塞栓症・自然気胸・胸膜
疾患の病態の概要について学ぶ。

臨床医学総論Ⅱ
(循環器疾患)

循環器疾患の病態と治療について学ぶ。
①循環器疾患の症状を列挙し，検査法，対処法を説明
できるようにする。②心不全の病態の概要を列挙し，
治療法を説明できるようにする。③不整脈を分類し，
ペースメーカーの適応について説明する。④高血圧・
動脈硬化の病態の概要を説明し，治療法，合併症につ
いて学ぶ。⑤腎不全の病態の概要と治療法を学ぶ。

臨床医学総論Ⅲ
(血液病態学)

一般診断学，画像診断学，臨床検査学，麻酔学，救急
医学，集中治療医学，血液病態学について総論的に学
ぶ。
①血液透析の原理を学び，血液透析器の構造と構成に
ついて学ぶ。②透析患者の管理について学ぶ。③腹膜
透析や血液吸着について学ぶ。④診断学の基本を理解
できるようにする。⑤救急医学の応急処置や輸血につ
いて説明する。
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臨床医学総論Ⅳ
(消化器疾患)

消化器疾患の病態と治療について学ぶ。
①消化器疾患の症状を列挙し，対処法を説明できるよ
うにする。②食道・胃・十二指腸疾患の病態の概要を
説明し，治療法を説明できるようにする。③小腸・大
腸の病態の概要と治療法の概略を学ぶ。④肝臓・胆
道・膵臓の病態の概要を説明し，治療法を学ぶ。

臨床医学総論Ⅴ
(運動器官疾患)

運動器官系(筋・骨格系)疾患について学ぶ。脊椎・脊
椎損傷，骨盤・四肢外傷，皮膚・軟部組織外傷，ス
ポーツ外傷，腰痛・背部痛について学ぶ。各疾患につ
いて原因と病態生理を理解し，適切に問診し，患者の
観察と判断を的確に行い，応急処置ができるようにな
るよう学ぶ。

臨床医学総論Ⅵ
(移植医学)

まず，臓器保存法，免疫抑制療法，周術期管理につい
て総論的に学ぶ。
次いで①心臓では拡張型心筋症，冠状動脈疾患，先天
性心疾患等②肺臓では原発性肺高血圧症，慢性肺性心
等③肝臓では慢性肝不全，肝硬変，胆道閉鎖症等④腸
では腸閉塞症，腸狭窄症等⑤腎臓では慢性腎不全，腎
硬化症等の各病態と移植適応について各論的に学ぶ。
更に，人工臓器の現状と将来について学ぶ。

臨床医学総論Ⅶ
(泌尿器･生殖器疾患)

泌尿器科，産婦人科で扱う疾病のうち，生殖に関わる
臓器（精巣，前立腺，子宮，卵巣等）の疾患につい
て，症候，病態生理，診断，治療について学ぶ。今
日，不妊の克服を目的とした，配偶子操作による生殖
補助医療技術の進歩が目覚ましい。最先端の技術の現
状を紹介し，それがもたらす倫理的問題点について考
える。また，少子化が進み，ますます高度化する周産
期医療の中で，母体・胎児の管理の重要性と問題点を
理解する。合わせて，新生児特有の疾患とその病態・
治療・管理について学ぶ。

臨床医学総論Ⅷ
(感覚器・脳・神経疾患)

眼科，耳鼻咽喉科，皮膚科などで扱う感覚器系の疾
患，および脳・神経系の疾患のうち，その主なものに
ついて症候，病態生理，診断，治療について学ぶ。こ
の分野の疾患に対しては，失われた機能を代替・補助
するため，よりよい人工臓器・器官の開発が特に求め
られている。そのためには，正確な病態の把握が不可
欠である。具体的に，眼科領域では人工水晶体，耳鼻
科領域では人工内耳などの例を挙げ，患者のQOLへの貢
献度，また問題点はなにかについて考える。
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臨床実習

臨床実習では，血液浄化業務，人工心肺装置などの手
術室業務，ICU業務，心臓カテーテル検査及びペース
メーカ業務，高気圧治療業務，病院内の医用機器保守
管理業務にわたる分野について実習し，臨床工学技士
として実践的な技能を学習する。また，臨床現場で働
く各種の医療スタッフの職務や臨床工学技士の活動や
職務内容に触れ，チーム医療の中の臨床工学技士の重
要な役割や責務について自覚認識することを学ぶ。更
には，患者様と関わり，医療安全に尽くす「心のある
臨床工学技士」について学ぶ。

卒業研究
各自，入学後の学習の中から，卒業研究のテーマを選
び，そのテーマに応じた担当教員の指導のもとに論文
をまとめる。
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徳島文理大学工学部臨床工学科設置の趣旨等

１ 設置の趣旨及び必要性

新しい世紀を迎え、医療技術の進展とともに、医療の専門分化が進行するなかで、医

療機器の進歩には目覚ましいものがある。特に人の呼吸、循環、代謝等の機能を代替、

補助するための生命維持管理装置は、今後ますますの発展が期待されており、我が国に

おける高度先端医療において、このような医療機器の果たす役割はますます大きくなる

ことが予想される。

生命維持管理装置の操作や保守点検には、医学的知識に加えて工学的知識が必要であ

、 、 、 、ることから その操作 保守点検を行う専門技術者としての臨床工学技士の養成は 今

社会が最も必要としているものの一つと考えられるが、こうした機器の高度化、精密化

は、今後ますます進み、特に、高度な工学的知識技術が求められるようになるのではな

いかと思われる。こうした状況を踏まえ、臨床工学分野の教育研究を目的として、工学

部に臨床工学科を設置したい。

大学は、時代に応じ社会が必要とする人材の養成に取り組むことが、その使命である

が、本学の香川キャンパスには、現在、工学部、香川薬学部を設置しており、これまで

に、両学部に蓄積された教育研究を土台に、臨床工学科を設置し、臨床工学技士の養成

に努めることによって、社会的使命を果たしたいと考えている。

２ 学部、学科等の特色

臨床工学技士は、高度で精密な医療機器を、安全かつ効果的に正しく操作し、保守点

検するために、医学的知識と工学的知識・技術を身につけている必要があることは、勿

論であるが、更に、広く医療に携わる専門職として、近年、医療の安全や生命尊重への

関心が高まるなか、高度な倫理観を養い、常に人間として、医療に携わる者としての資

質の向上に努めなければならない。

本学の臨床工学科においては、臨床工学技士学校養成所指定規則に示された科目区分

に従い、教育課程を編成するが、基礎分野として、一般総合科目の人文科学・社会科学

・自然科学等の各領域から選択履修することによって 「科学的思考の基盤」や「人間、

と生活」について、幅広く深い教養及び総合的な判断力、豊かな人間性を養うことを目

指す。更に、専門基礎分野としては、電気、電子、機械、計測等について工学部に蓄積

された知識技能、生化学、薬理学、免疫学、衛生学、医療倫理等香川薬学部での教育研

究の経験等に基づく科目を開設し 「人体の構造及び機能 「臨床工学に必要な医学的、 」

基礎 「臨床工学に必要な理工学的基礎 「臨床工学に必要な医療情報技術とシステム」 」

工学の基礎」を修得させる。

、 、「 」「 」「 」以上に加え 専門分野として 医用生体工学 医用機器学 生体機能代行技術学

「医用安全管理学 「関連臨床医学 「臨床実習」に関する科目を開設する。」 」
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３ 学部、学科等の名称及び学位の名称

(１）学部、学科の名称

学部、学科の名称は、学科の目的、教育研究の内容を端的に表すものとして 「工、

学部臨床工学科」とする。

（２）学位に付記する専攻分野の名称

学位に付記する専攻分野の名称は 「工学」とする。、

（３）学部学科及び学位の英訳名称

Faculty of Engineering学部の英訳名称：

Department of Clinical Engineering学科の英訳名称：

Bachelor of Engineering学位の英訳名称：
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